
グループ反社会的勢力対応基本方針 

 

当社を含む当社の子会社から構成される当社グループは、内部統制システムに関する基本 

方針に基づき、市民社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発展・企業活動を   

妨げる反社会的勢力からの被害を防止することが、当社グループの業務の適正を確保するた

めに必要な法令遵守・リスク管理事項であると位置付け、全ての事業活動において反社会的

勢力対応を推進します。 

 

1. 反社会的勢力対応の基本的考え方 

（１） 反社会的勢力とは一切の関係を持たない。万一、反社会的勢力との取引が判明し

た場合には速やかに関係遮断を図る。 

（２） 反社会的勢力による不当要求等には一切応じない。また、必要性に応じ法的対抗

手段を講ずる。 

（３） 反社会的勢力との裏取引や同勢力への資金提供を行わない。 

（４） 反社会的勢力には組織として対応する。 

（５） 平素から警察、暴力追放運動推進センター、弁護士等の外部専門機関との緊密な

連携体制を構築する。 

 

2. 反社会的勢力対応の推進 

（１） 体制整備 

反社会的勢力対応に関する統括部署をコンプライアンス・リスク管理部とし、反

社会的勢力による被害防止に向け、関係部署と協議を行うとともに、反社会的勢

力対応推進状況を確認し、経営会議、取締役会への報告を行います。 

（２） 社内規程等の整備 

反社会的勢力対応に関する統括部署は、反社会的勢力対応を推進するために必要

な社内規程、マニュアル等を整備します。 

（３） 社内周知 

反社会的勢力対応に関する統括部署は、基本方針を社内周知するとともに、事業

特性等に応じて基本方針等を整備させ、情報の収集・管理および当社グループの

各社へのモニタリング等を通じてその実施状況の適正性を確認し、必要に応じて

適切な対応を行います。 



（４） 外部専門機関との連携 

反社会的勢力対応に関する統括部署は、反社会的勢力との関係遮断・被害防止の

ため、平素から警察等外部専門機関との緊密な連携体制の構築に努めます。 

（５） 教育・研修の推進 

反社会的勢力対応に関する統括部署は、反社会的勢力との関係遮断・被害防止の

ため、役職員に対する教育・研修を推進します。 


